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抗酸 ヒ能の 乗秀果の解析
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【目的】

抗酸化能を持つ物質としてアスコルビン酸が知られている。アス=コルビン酸は、普段私達が口にする食品に幅広く含まれて

いる。そして水と共にヒトの生存には欠かせない物質である。そこで電解還元水の抗酸化能が共同研究者、工藤崇義の実験に
よって示唆 されたことに基づき、電解還元水とアスコルビン酸の抗酸化能の相乗効果にっいての実験をし、新 しい知見を得た
のでここで報告する,

【方法】

抗酸化能を調べるに際して、ヒドロキシラジカルを発生させてその消去状態をみた。 ヒドロキシラジカル消去活性は、電子
スピン共鳴装置(ESlも 日本電子社製)を 用い、DMPOに よるスピン トラップ法で行った。ヒドロキシラジカルはFe存 在

下のFenton反 応により過酸化水素水から生成させたC・10mMErrPAを 含む10mM硫 酸第一鉄150μ1と0.1MDMPO

溶液1(X)μ1、抗酸化剤 適量、0.IM過 酸化水素水150μ1を 混合直後、ESR測 定した。

電解還元水は水量200±5ml/分 、電気分解時の電圧は12V、20V、30V、40Vの4段 階のものを1000～3000μ1ま で100

μ】ごとにESRで 測定 し、スピン数を計算後、水道水との比較で消去率を出した。また、アスコルビン酸は10mMの 溶液100
～7()Qu1ま で100μ1ご とに測定したが、間隔の開いた100～150μ1ま では10μ1ご とに測定し、同様に消去率を出した、,そ

の後、電解還元水との相乗効果をみるため、電解還元水とアスコルビン酸のヒドロキシラジカル消去率の合計が70%に なる

ように混合(電 解還元水30%・ アスコルビン酸40%、 電解還元水50%・ アスコルビン酸20%)し 、同様の手順で測定した,

測定は各分量で3回 ずつ行い平均値を用いた。

【結剰

電解還元水(30%)と アスyレピン酸(40%)の 抗酸 化

能に対する相乗効果
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電解還元水(50%)と アス恥 ビン酸(20%)の 抗酸化
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実験を始める際に、電解還元水、アスaル ビン酸のヒドロキシラジカル消去率の合計を70%に 設定したので、両者を混合

することにより相乗効果が得られることを期待 したが結果としては相乗効果は全く見られず、むしろ本来のはたらきを弱める

結果 となったn

【考察】

電解還元水、アスコルビン酸を混合することによりその消去率が下がった原因として考えられることは、アス コル ビン酸

は強い還元性を宥する水溶性 ビタミンで、生体内では電子供与体として関与しているがその電子供与過程で、アスコルビン酸

はまずその解離型(ア スコルビン酸アニオン)か ら1電 子酸化によりモノデヒドロアスコルビン酸となり、さらに酸化されて

デヒドロアスコルビン酸となる,,ラジカルは親電子的傾向を有しているので、このアスコルビン酸からデヒドロアスコル ビン

酸の生成過程において、モノデヒドロアスコルビン酸が他の適当な電子供与体、っまり電解還元水 と共存することにより1電

子酸化剤として作用 し、還元力の低下という結果を引き起こしたのではないかと考えられる。

【結論】

電解還元水とアスコルビン酸の抗酸化能に対する相乗効果はみられず、むしろ共存 させることにより抗酸化能は低下

した。
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